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○七五三参りに行ってきました。左から中田來愛（るな）さん、佐藤鳴（めい）さん

　（撮影：中田裕也さん）

特集　Ｐ２‐３　末広・弥生地区の防災訓練から

住民や自衛隊など４００人が参加
Ｐ６‐７　地域活動レポート⑪　

楽しみながら伝統に触れ合う　山部で「高齢者と子供の集い」
Ｐ12　ズームアップふらの　Ｐ14　消費生活・健康情報

Ｐ16　くらしの情報



2こうほう 200７.1１

事前の研修会開催で関心が高まる

　本年度の市の防災訓練の地区指定を受け、町

内会長会議を開き、老人クラブの協力を得て、

次のように連携・展開してきました。

　末広町連合会長と協議し、防災訓練の実施と

研修会の開催を全戸に周知した。8月29日の防災

研修会では、町内会長の役割や住民の参加要領

などに質問が続き、また、自主防災組織化の必

要性やその観点、家庭の火災防止の講演もあっ

て、80余名の参加者は熱心にメモを取り、関心

の深さを垣間みました。

　その後、訓練の実施要領を全戸に配布、さら

に町内会だよりでの特集や戸別訪問、電話での

要請活動などを町内会長によって続けた結果、9

月27日の訓練参加者は目標の100人をはるかに

超えていきました。

速やかで確実な避難を

　防災訓練の朝、市の広報車が巡回し、早々と
近隣の人らが誘い合って避難してきた。町内会

長はその確認と報告をてきぱきと行う。実際の

避難の在り方の原点を見る思いでした。

　要援護者は救急車両で協会病院などに搬送す

る訓練に参加、文化会館に避難した一般参加者

はその後、自衛隊の車両に乗り込んでの輸送訓

練に参加した。「緊急地震速報」などの講演も時

期を得たものでした。

声をかけ合う住民の繋がり

　災害に際し、住民の確実な避難が不可欠です。

そのために町内会役員が連携して近隣に声をか

け誘導し、家族や地域住民が誘い合い、助け合っ

ていくことが最も望まれます。また、住民カー

ドの作成、自主防災組織の結成や防災マップづ

くりも必要です。

　地域での防災訓練や防災研修会の開催を通じ

て住民の意識を高め、声を掛け合う住民の繋が

りができていくことが、安全・安心な街づくり

の第一歩だと思っています。

住民や自衛隊など４００人が参加

想定は「大雨による空知川の水位上昇で避難勧告」

　
大
雨
に
よ
り
空
知
川
が
避
難
判
断
水
位
を
超

え
た
こ
と
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
９
月
　
日
、

２７

文
化
会
館
な
ど
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
が
参
加
し
た
訓
練
は
一
昨
年
の
春
日

町
と
東
町
、
昨
年
の
西
町
に
続
い
て
３
回
目
。

今
年
は
末
広
町
と
弥
生
町
の
地
域
住
民
１
１
４

人
が
参
加
し
、
防
災
意
識
の
啓
発
と
自
主
防
災

活
動
の
一
助
と
し
た
ほ
か
、
自
衛
隊
車
両
に
よ

る
急
病
人
の
搬
送
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
市
の
災
害
対
策
本
部
も
設
置
さ

れ
、
参
加
し
た
旭
川
地
方
気
象
台
や
旭
川
開
発

建
設
部
の
富
良
野
河
川
事
業
所
や
金
山
ダ
ム
管

理
所
、
上
川
支
庁
、
富
良
野
警
察
署
、
陸
上
自

衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
、
富
良
野
消
防
署
、
富

良
野
協
会
病
院
、
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
な
ど
と
連
携

し
て
非
常
配
置
体
制
を
敷
い
て
情
報
の
収
集
と

分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
避
難
勧
告
を
発
令
し

て
住
民
の
避
難
誘
導
や
搬
送
な
ど
の
訓
練
任
務

に
あ
た
り
ま
し
た
。

末広・弥生地区の

防災訓練から
安全･安心な

街づくりの

構築へ

弥生町連合町内会長　平  川　明  徳
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参
加
者
か
ら
は
、「
避
難
所
だ
け
は
い
つ
も
覚

え
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」「
町
内
会
か
ら

事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
の
危

険
が
あ
る
と
き
は
ラ
ジ
オ
（
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
＝

F
M
7
7
.1
M
H
z

 
 
 
 
  
 
 
 ）
で
緊
急
放
送
が
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
今
回
は
ラ
ジ
オ
で
確
か
め
て
行

動
し
ま
し
た
」「
用
意
し
て
い
る
非
常
用
バ
ッ
グ

を
初
め
て
背
負
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

風
呂
の
水
も
残
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
家
族
で
話
し
合
い
を
。

町
内
会
と
の
連
携
も
大
切
に
。

　

防
災
を
担
当
し
て
い
る
総
務
課
で
は
、「
富
良

野
は
災
害
が
少
な
い
の
で
危
機
感
に
乏
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
震
な
ど
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
の
が
災
害
で
す
。
市
で
は
年

１
回
、
地
域
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
を
続
け
て

い
き
ま
す
が
、
家
庭
で
も
緊
急
時
を
想
定
し
た

準
備
や
話
し
合
い
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
し
ま
す.

 

　
ま
た
、
今
回
の
防
災
訓
練
に
協
力
し
た
末
広

町
連
合
会
（
田
中
靖
雄
会
長
）
と
弥
生
町
連
合

町
内
会
（
平
川
明
徳
会
長
）
で
は
事
前
に
防
災

研
修
会
や
打
合
せ
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、「
役
員
と
会
員
が
緊
張
感
を
も
っ
て
う

ま
く
連
携
で
き
、
参
加
し
た
避
難
者
の
確
認
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。
こ
れ
を
機
会
に
連
合
会

で
も
防
災
意
識
の
高
揚
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」（
田
中
会
長
）
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
会
な
ど
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
、

学
校
な
ど
が
行
う
防
災
学
習
や
助
け
合
い

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
「
出
前
講
座
」

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
、
問
合
せ

は
企
画
振
興
課
３
９
‐
２
３
０
４
へ

（上）訓練の１カ月前に行われた防災研修会には地域住民など８０人以上が集ま

り、関心の高さを示していました。（右）市役所に設置された災害対策本部

今年は自衛隊の救急車両で「急病人」を自宅から

救助して富良野協会病院などに搬送する訓練が行

われました。また、市役所駐車場では自衛隊の野

外炊飯車、通信車などの車両や災害装備品、消防

のはしご車などの展示も行われました。
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【
自
治
功
労
】

岡
本　

俊
さ
ん　

　
歳
５４

　

平
成
７
年
５
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委

員
長
及
び
同
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
さ
ら
に
平
成　

年
５
月
か
ら

１５

平
成　

年
４
月
ま
で
市
議
会
副
議

１９

長
に
就
任
さ
れ
、
本
市
の
自
治
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

北　

猛
俊
さ
ん　
　

歳
５３

　

平
成
７
年
５
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
及
び
市
民
福
祉
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
さ
ら

に
平
成　

年
５
月
か
ら
市
議
会
議

１９

議
長
に
就
任
さ
れ
、
本
市
の
自
治

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
山
久
仁
雄
さ
ん　

　
歳
０˒

　

平
成
７
年
５
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会
副

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
さ
ら
に

平
成　

年
５
月
か
ら
監
査
委
員
と

１９

し
て
本
市
の
自
治
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

環
境
功
労
】

鳥
居　

澄
子
さ
ん　

　
歳
７０

　

昭
和　

年
４
月
、
富
良
野
市
白

６２

富
良
野
市
表
彰
条
例
に
も
と
づ
く
本
年
度
の
功
労
者
表
彰
式
が
　11

月
3
日
、
文
化
の
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
賞
さ
れ
る
の
は
、
自
治
の
振
興
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
岡
本
俊

さ
ん
、
北
猛
俊
さ
ん
、
東
海
林
剛
さ
ん
、
日
里
雅
至
さ
ん
、
横
山

久
仁
雄
さ
ん
と
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
環
境
の
向
上
に
功
績
の

あ
っ
た
鳥
居
澄
子
さ
ん
、
水
間
守
さ
ん
で
す
。

※
年
齢
は
８
月
１
日
現
在

長
に
就
任
さ
れ
、
本
市
の
自
治
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
海
林　

剛
さ
ん　

　
歳
５７

　

平
成
７
年
５
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
本
市
の
自

治
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
里　

雅
至
さ
ん　

　
歳
５˒

　

平
成
７
年
５
月
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
及
び
市
民
福
祉
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
さ
ら

に
平
成　

年
５
月
か
ら
市
議
会
副

１９

　

消
防
本
部
で
は
、
通
報
内
容
に

よ
っ
て
、
消
防
車
、
救
急
車
、
救

助
工
作
車
な
ど
の
車
両
を
直
ち
に

出
動
さ
せ
ま
す
。
も
し
慌
て
て
、

場
所
な
ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な

け
れ
ば
、
消
防
車
両
な
ど
の
現
場

へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
被

害
が
拡
大
し
て
大
惨
事
と
な
っ
た

り
、
助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

富
良
野
地
区
消
防
組
合
で
取
り

扱
っ
た
１
１
９
番
の
受
信
件
数
は

１
年
間
で
９
０
４
件
、
１
日
平
均

約
２
・
５
件
。
火
災
通
報　

件
５９

（
約
７
％
）、
救
急
、
救
助
通
報
６

６
９
件
（　

％
）
で
、
緊
急
通
報

７４

の
割
合
は
約　

％
で
し
た
。
間
違

８１

い
・
い
た
ず
ら
は　

件
（
約
７
％
）

５９

も
あ
る
た
め
、
正
し
い
１
１
９
番

の
使
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
に
よ
る
１
１

９
番
通
報
が
年
々
急
増
し
て
い
ま

す
。
富
良
野
地
区
消
防
組
合
管
内

か
ら
通
報
し
た
場
合
は
、
富
良
野

消
防
署
が
受
信
し
ま
す
。
※
一
部

地
域
（
富
良
野
地
区
消
防
組
合
に

隣
接
し
た
市
町
村
）
で
も
電
波
と

ア
ン
テ
ナ
の
関
係
上
、
富
良
野
消

防
署
が
受
信
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
携
帯
電
話
で
の
通
報
時
は
事
故

１
１
９
番
は

落
ち
つ
い
て
正
確
に

菊
会
会
長
に
就
任
以
来
、
母
子
な

ど
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
、

困
っ
て
い
る
家
庭
へ
の
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
の
創
設
な
ど
、
母
子
家

庭
の
自
立
と
向
上
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

水
間　

守
さ
ん　

　
歳
７４

　

昭
和　

年
か
ら
自
然
保
護
指
導

４９

員
と
し
て
大
雪
山
系
の
動
植
物
の

保
護
・
保
全
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和

　

年
か
ら
は
富
良
野
山
岳
会
副
会

６０長
に
就
任
し
、
登
山
会
な
ど
で
環

境
保
全
の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
富
良
野
地
区
隊
山

岳
救
助
隊
隊
長
と
し
て
山
岳
遭
難

者
捜
索
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
居
鳥
居
　
 、、
水
間

な

水
間
 　
 な
どど
７７
氏
に
氏
に

功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま

功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
すす

ささ
んん

ささ
んん

文化会館ホワイエで行われている菊花文化会館ホワイエで行われている菊花展展

（昨年の市民総合文化祭より（昨年の市民総合文化祭より））
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（　）内は携帯電話による受信件数

発
生
場
所
の
市
町
村
名
を
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用
な

の
で
、
火
災
、
救
急
・
救
助
な
ど

の
災
害
の
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄

り
の
消
防
署
、
支
署
の
一
般
加
入

電
話
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

富
良
野
市
内
の
火
災
、
救
助
に
つ

い
て
は
、
火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
２
３
‐
２
７
１
９
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

架
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

 文
化
奨
励
賞

　

富
良
野
市
文
化
団
体
協
議
会
か

ら
文
化
奨
励
賞
が
次
の
団
体
・
個

人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

富
良
野
歌
謡
連
盟

　

平
成
２
年「
富
良
野
歌
謡
連
盟
」

を
設
立
、
翌
年
富
良
野
文
化
協
会

に
加
盟
し
、
市
民
総
合
文
化
祭
、

公
民
館
フ
ェ
ス
タ
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
ほ
か
、
福
祉
施
設
へ

の
慰
問
な
ど，

カ
ラ
オ
ケ
を
通
じ

て
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

富
良
野
歌
謡
会

　

平
成
３
年
「
富
良
野
歌
謡
会
」

を
設
立
、
同
年
富
良
野
文
化
協
会

に
加
盟
し
、
市
民
総
合
文
化
祭
、

公
民
館
フ
ェ
ス
タ
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
ほ
か
、
福
祉
施
設
へ

の
慰
問
な
ど，

カ
ラ
オ
ケ
を
通
じ

て
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

原　

あ
け
み
さ
ん　

　

平
成
元
年
よ
り
趣
味
で
染
織
を

始
め
、
平
成
８
年
に
は
習
得
し
た

技
術
を
広
め
よ
う
と
染
織
工
房

「
織
人
の
里
」を
設
立
。
市
民
に
染

織
文
化
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、

同
所
で
織
物
教
室
を
主
宰
す
る
な

ど
染
織
文
化
を
通
じ
て
広
く
地
域

文
化
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

１１９番受信状況　（平成18年１０月１日→平成19年９月３０日）

合 計そ の 他
問 合 せ

いたずら
間 違 い救急・救助火 災

810 (184)107 (26)43 (12)606 (126)54 (20)富 良 野

41 (5)5 (1)627 (4)3南富良野

53 (27)5 (1)10 (7)36 (18)2 (1)占 冠

904 (216)117 (28)59 (19)669 (148)59 (21)合 計

１００.012.96.574.06.5割合（％）

　気象庁では、地震の強い揺れが到達する前のわずかな時間を利用
して、災害を軽減するための「緊急地震速報」を１０月１日から開始
しています。
　緊急地震速報とは、震源近くで地震計がキャッチした地震波（Ｐ
波、初期微動）から位置、規模、想定される揺れの強さを自動計算
し、強い揺れ（Ｓ波、主要動）が始まる数秒～数十秒前に素早くお
知らせする新しいシステムで、気象庁から発表された速報は、報道
機関・防災機関などを経由して提供されます（イラストはテレビで
の受信イメージ）。
　緊急地震速報を有効に活用するためには、その短い間に身を守る
ための行動を、あわてずに落ち着いてとる必要があります。
家庭では　
・頭を保護し、大きな家具からは離れ、丈夫な机の下などに隠れる
・あわてて外へ飛び出さない
・その場で火を消せる場合は火の始末、火元から離れている場合は
無理して消火しない
・扉を開けて避難路を確保
大勢が出入りする施設では

・係員の指示に従う
・落ち着いて行動する
・あわてて出口に走らない
自動車運転中は

・後続車が情報を聞いていないおそれがあることを考慮し、あわて
てブレーキをかけない
・ハザードランプを点灯するなど周りの車に注意を促したのち、穏
やかにスピードを落とす
・道路状況や安全を確認し、ゆっくり左側に停止させる
エレベーターでは

・最寄りの階で停止させ、速やかにエレベーターから降りる
屋外では

・ブロック塀の倒壊などに注意する
・ビルの壁、看板、割れたガラスの落下に注意し、
ビルのそばから離れる
・丈夫なビルのそばであればビルの中に避難する
・山やがけの近くでは、落石やがけ崩れに注意する

※緊急地震速報は、震源に近い地域では強い揺れに間に合
わないことがあります。
※避難の行動指針は例として示したものです。指針を参考
に緊急時の行動を考えておくことが大切です。

「緊急地震速報」が開始されました

あわてずに身の安全を確保
架旭川地方気象台拶０１６６‐３２‐７１０２

防災訓練に関連して開催された旭川地方気象台の基調講演
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 地域活動レポート⑪

山
部
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

協
議
会

　

山
部
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会

（
池
田
幸
市
会
長
）
が
主
催
す
る

「
高
齢
者
と
子
供
の
集
い
」
は
、
昔

な
が
ら
の
遊
び
や
伝
統
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
、
高
齢
者
と
子
ど
も

た
ち
と
の
貴
重
な
触
れ
合
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
　

回
目
を
迎
え
た
今
年
は　

月

２７

１０

　

日
、
山
部
小
学
校
と
山
部
第
一

１２小
学
校
の
４
年
生　

名
と
老
人
ク

１６

ラ
ブ
協
議
会
の
会
員　

名
が
参
加

６１

し
て
、
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、高
齢
者
の
指
導
の
も
と「
も

ち
つ
き
」「
紙
細
工
」「
汁
粉
づ
く

り
」
や
、
昔
の
生
活
に
つ
い
て
質

問
す
る
「
一
問
一
答
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
伝
承
活
動
に
初

め
て
触
れ
る
子
ど
も
た

ち
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

思
い
思
い
に
楽
し
み
な

が
ら
、
高
齢
者
や
お
友
達

と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
で
は
、
高
齢
者
か
ら

教
わ
り
な
が
ら　

キ
ロ
の
も
ち
米

１５

を
つ
き
ま
し
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち

な
く
力
が
弱
か
っ
た
り
、
も
ち
米

の
中
心
を
は
ず
し
て
臼
の
縁
を
た

た
く
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ほ
ど
な
く
コ
ツ
を
覚
え
、
な

れ
た
頃
に
は
終
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
村
匡
希（
山
部
小
学
校
４
年
）

さ
ん
は
「
も
ち
つ
き
は
初
め
て
。

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
が
や
さ
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
面

白
か
っ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
家
で

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
と
学
校
が
連
携
が
し
た

伝
承
活
動
事
業
。
山
部
小
学
校
の

今
徳
雄
校
長
は
「
お
年
寄
り
の
方

楽
し
み
な
が
ら
伝
統
に
触
れ
合
う

山
部
で
「
高
齢
者
と
子
供
の
集
い
」

と
接
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
優
し
い
心
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
効
果
が
す
ぐ
に
目
に
見

え
る
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」

と
話
し
ま
す
。

　

池
田
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
な
が
ら
、
考
え
る
力
、
学
ぶ

力
を
養
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
に
少
し
で

も
触
れ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

もちつきが初めての児童にも高齢者がしっかりコツを伝授（２７回目を迎えた伝承活動）

連合会・町内会の話題をお知らせください。

遊びを通して考

える力、学ぶ力を

つきたてのもちを
丸めて、お汁粉に。
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桂
木
連
合
町
内
会

　

桂
木
連
合
町
内
会
（
二
階
堂
孝

雄
会
長
）
が
主
催
す
る
親
睦
運
動

会
が
9
月　

日
、
桂
木
児
童
セ
ン

30

タ
ー
に
隣
接
し
た
学
田
公
園
で
開

催
さ
れ
、
地
域
住
民
や
子
ど
も
た

ち
1
1
0
人
が
参
加
し
て
楽
し
い

秋
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
前
に
全
員
が
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
た
あ
と
、
紅
白
に
分
か
れ

て
「
み
ん
な
で
満
杯
」「
ボ
ー
ル
よ

何
処
に
」「
カ
ン
ガ
ー
ル
競
争
」「
風

船
割
り
」
な
ど　

の
種
目
が
行
わ

12

れ
ま
し
た
。
大
接
戦
と
な
っ
た
目

玉
の
「
子
ど
も
綱
引
き
」
で
は
、

初
め
て
綱
を
手
に
し
た
就
学
前
の

子
ど
も
た
ち
も
い
た
こ
と
か
ら
家

族
が
熱
心
に
声
援
を
送
る
姿
が
見

ら
れ
、
ま
た
、
恒
例
の
「
紅
白
対

抗
玉
入
れ
」
も
例
年
に
な
い
熱
戦

と
な
り
、
会
場
は
熱
気
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
会
の
後
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
囲
ん
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

暖
か
な
秋
の
陽
射
し
の
中
で
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で　

回
を
数
え
た
桂
木
町

32

連
合
町
内
会
の
運
動
会
。
二
階
堂

会
長
は
、「
少
子
高
齢
化
の
影
響
で

参
加
者
が
減
少
し
、
一
時
は
中
止

を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
は
家
族
連
れ
で
参
加
し
、
毎

年
運
動
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

人
た
ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
歴

史
あ
る
こ
の
運
動
会
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
町
内
会
の
協
力
で
こ
れ

か
ら
も
よ
り
一
層
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

朝
日
町
な
か
よ
し
会

　

老
後
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で
楽

し
く
過
ご
そ
う
と
、
平
成　

年
に

15

設
立
さ
れ
た
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ

「
朝
日
町
な
か
よ
し
会
」（
古
田
秀

夫
会
長
、会
員　

人
）。
事
業
の
中

25

心
は
毎
月
開
催
し
て
い
る
勉
強
会

と
交
流
会
。　

回
を
数
え
た
今
年

55

の　

月
ま
で
一
度
も
休
む
こ
と
な

10
く
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
時
か
ら
熱
心
に
お
世
話

を
し
て
い
る
古
田
会
長
は
、「
こ
の

町
内
会
は
出
不
精
の
人
が
多
く
、

近
所
付
き
合
い
の
少
な
い
地
域
で

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
認
知
症
に

な
る
と
思
い
、
高
齢
者
同
士
が
支

え
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
と
交
流
す

る
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
の

が
動
機
で
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

な
か
よ
し
会
は
朝
日
会
館
と
ハ

イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
を
会
場
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
旭
山

動
物
園
や
白
銀
荘
ま
で
足
を
伸
ば

す
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
毎
回　

人
平
均
。
午

20

前
中
は
勉
強
会
に
あ
て
、
昼
食
後

地域コミュニティ３２

の
時
間
は
温
泉
入
浴
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

勉
強
会
で
は
、
主
に
古
田
会
長

が
講
師
と
な
っ
て
、
消
火
器
を

使
っ
た
防
火
学
習
や
訪
問
販
売
か

ら
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
、
悪
徳
商
法

秋晴れのひとと

きを恒例の親睦

運動会で交流

子ども綱引きでは家族
が熱心に応援する姿も

毎月開催する

例会で学習と

交流を楽しむ。

の
注
意
、
食
中
毒
の
予
防
な
ど
に

つ
い
て
講
義
。
ま
た
、
市
の
保
健

師
も
、
食
生
活
や
健
康
の
話
、
血

圧
測
定
な
ど
で
定
期
的
に
関
わ
っ

て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
、「
み
ん
な
の
顔
を

み
る
の
が
楽
し
み
で
、
毎
回
、
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

古
田
会
長
は
、
な
か
よ
し
会
を

継
続
し
て
き
た
成
果
と
し
て
、
近

所
付
き
合
い
が
活
発
に
な
り
、
高

齢
者
の
交
流
が
積
極
的
に
な
っ
て

き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

会
の
運
営
は
全
て

参
加
者
の
負
担
。
毎
回

1
0
0
円
の
会
費
の

ほ
か
、
食
事
代
や
入
浴

料
も
自
己
負
担
し
な

が
ら
や
り
繰
り
し
て

い
ま
す
。古
田
会
長
は
、

「
幸
い
に
も
、
今
年
か

ら
３
年
間
、
北
海
道
町

内
会
連
合
会
か
ら
助

成
を
い
た
だ
き
活
動

に
弾
み
が
つ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
経

費
を
か
け
な
い
工
夫

の
ほ
か
、
も
っ
と
外
部

の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

を
得
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
運
営
課

題
に
な
り
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

旭川医大の研修生が協力して行われた１０月のサロン
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◇
地
域
間
格
差
の
拡
大

　

総
務
省
が
公
表
し
た
平
成　

年
２０

度
の
地
方
財
政
収
支
仮
試
算
で
は
、

地
方
の
財
政
規
模
は
ほ
ぼ
前
年
度

同
規
模
を
見
込
む
中
、
景
気
の
回

復
に
よ
る
地
方
税
の
増
収
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
を
4
・
2
％
、
交
付

税
振
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対

策
債
を　

・
5
％
を
そ
れ
ぞ
れ
減

15

額
し
、「
地
方
一
般
財
源
の
総
額
の

確
保
」
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
別
の
自
治
体
で
は
、

交
付
税
の
不
交
付
団
体
な
ど
財
政

力
の
強
い
大
都
市
圏
で
は
税
収
の

伸
び
に
よ
り
財
源
が
拡
充
す
る
一

方
で
、
財
政
力
の
脆
弱
な
自
治
体

で
は
一
般
財
源
の
維
持
は
お
ろ
か
、

未
だ
大
幅
な
減
額
が
続
き
、
格
差

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

◇
平
成　

年
度
普
通
交
付
税
等
前

19

年
比
1
億
６
１
２
５
万
円
、
3
・

3
％
減

　

本
市
の
本
年
度
の
普
通
交
付
税

決
定
額
は
、　

億
７
２
３
４
万
円
。

４３

こ
れ
に
臨
時
財
政
対
策
債
2
億
８

９
１
１
万
円
、
特
別
交
付
税
見
込

み
3
億
2
9
０
０
万
円
を
加
え
て

も　

億
９
０
４
５
万
円
で
、
ピ
ー

49
ク
の
平
成　

年
度
と
の
対
比
で
は
、

11

　

億
７
４
０
７
万
円
も
の
減
額
見

１３込
み
で
、
こ
れ
は
実
に
本
市
の
市

税
収
入
総
額
の
５
割
以
上
に
相
当

す
る
も
の
で
す
。

◇
今
後
も
減
り
つ
づ
け
る
交
付
税

　

さ
ら
に
国
は
、
財
源
不
足
を
理

由
に
歳
出
の
圧
縮
に
向
け
た
行
政

改
革
の
徹
底
や
、
自
己
規
律
に
よ

る
財
政
の
推
進
に
向
け
、
徹
底
し

た
交
付
税
額
の
抑
制
を
進
め
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
交
付
税

の
減
額
が
、
今
後
も
確
実
に
見
込

ま
れ
、
現
時
点
で
の
推
計
で
は
、

平
成　

年
度
に
は　

億
４
０
０
０

26

44

万
円
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

（
図
１
）

　

地
方
交
付
税
は
本
来
、
地
方
公

共
団
体
間
の
財
源
不
均
衡
の
調
整

や
、
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
財
源
保
障
の

役
割
が
あ
る
中
で
、
地
域
間
で
の

財
政
力
格
差
の
拡
大
の
解
消
に
向

け
、
国
に
対
す
る
財
政
制
度
の
是

その５

財
政
健
全
化
に
向
け
て
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

問
合
せ

財
政
課
財
政
係

拶
３
９
‐
２
３
０
６

正
要
請
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
現
状
で
の
財
源
収
支
見
通
し

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
財

政
健
全
化
計
画
の
前
提
と
な
る
収

支
見
通
し
を
示
し
た
の
が
（
図
２
）

で
す
。
地
方
交
付
税
を
主
と
し
た

歳
入
の
減

少
に
対
し
、

借
入
金
の

償
還
で
あ

る
公
債
費

を
主
と
し

た
歳
出
の

減
少
も
あ

り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま

で
は
毎
年

度
6
億
円

以
上
の
財

源
不
足
が

見
込
ま
れ

ま
す
。

　

現
在
、、

広
報
8
月

号
で
示
し

た
「
個
別

健
全
化
項
目
の
対
策
の
視
点
」
に

基
づ
き
財
政
健
全
化
対
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
地
域
懇
談
会
な

ど
を
通
じ
意
見
交
換
を
行
い
計
画

を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図１　地域交付税等の推移と今後の見込み

図２　現状での一般財源収支見通し



9 こうほう No.55４

人藤
田
　
美
知
男
さ
ん

　
　
　
　
　
  ～
下
御
料
～

 森
の
中
で
洋
菓
子
を
つ
く
る

に
あ
る
富
良
野
が
一
番
道
内
の
素
材
を
集

め
や
す
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
い
い
ま
す
。

店
を
持
つ
な
ら
東
京
か
北
海
道
の
ど
ち
ら

か
に
し
た
い
と
話
し
合
っ
て
い
た
と
い
う

藤
田
さ
ん
夫
妻
。「
東
京
は
世
界
中
か
ら
ど

ん
な
素
材
で
も
集
ま
り
ま
す
が
、
北
海
道

は
新
鮮
な
素
材
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
お
菓
子
づ
く
り
に
は
北
海
道

（
富
良
野
）
は
東
京
と

肩
を
並
べ
る
場
所
」と

評
価
し
ま
す
。

　

自
分
が
本
当
に
お

い
し
い
と
思
う
も
の

を
作
る
の
が
藤
田
さ

ん
夫
妻
の
考
え
。

　

新
鮮
な
人
参
や
か

ぼ
ち
ゃ
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、牛
乳
や
チ
ー

ズ
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
蜂

蜜
、美
瑛
で
焙
煎
し
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
な
ど
の

地
元
素
材
を
使
っ
た

自
信
作
が
藤
田
さ
ん

の
店
に
並
び
ま
す
。特

に「
ふ
ら
の
牛
乳
プ
リ

ン
」は
大
変
な
人
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
日
持
ち
が
し
な
い
も
の
は
、

大
量
生
産
の
で
き
な
い
も
の
と
並
ん
で

儲
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
藤
田

さ
ん
は
ネ
ッ
ト
販
売
を
積
極
的
に
活
用

し
た
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。「
今
は
宅

急
便
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
本
当
に

お
い
し
い
も
の
を
作
れ
ば
、
全
国
を

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
た
商
売
が
富
良
野
か

ら
も
で
き
る
し
、
新
鮮
な
ま
ま
届
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

藤
田
さ
ん
の
菓
子
工
房
に
は
、
全
国

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
周
辺
の
環
境
に
も
気
配
り
が

見
え
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ん
が
店
に
来
て
も
富
良
野

に
来
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
よ

う
、
花
壇
を
造
成
し
た
り
、
ア
プ
ロ
ー

チ
に
立
木
を
残
す
な
ど
の
景
観
に
も
工

夫
し
、
よ
い
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
帰
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
大
事
」
と
話
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◇　
　

　
「
富
良
野
の
知
名
度
が
あ
っ
た
か
ら

売
れ
た
」
と
話
す
藤
田
さ
ん
。「
富
良
野

の
自
然
や
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
富
良
野
は
高
速
情
報
通
信
網

の
誘
致
整
備
を
で
き
る
だ
け
早
く
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
富
良
野
に
居
な

が
ら
東
京
の
仕
事
が
で
き
ま
す
。
東
京

の
人
が
憧
れ
る
富
良
野
の
自
然
を
壊
さ

な
い
で
富
良
野
が
発
展
で
き
る
方
法
の

ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
森
の
中
で
暮
ら

す
こ
と
は
、
移
住
者
に
と
っ
て
最
高
の

贅
沢
｣
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

富良野に移る

「素材が生まれる富良野は東京に肩を並べる土地柄。本当におい
しい物を作りたい」と話す藤田美知男さん・カンナさん夫妻

⑦
　

東
京
で
パ
テ
ィ
シ
エ
（
菓
子
職
人
）

と
し
て
洋
菓
子
を
作
っ
て
い
た
藤
田
美

知
男
さ
ん
は
岐
阜
県
出
身
。
平
成　

年
13

に
富
良
野
に
移
住
し
、
現
在
、
下
御
料

で
妻
の
カ
ン
ナ
さ
ん
と
一
緒
に
「
菓
子

工
房
フ
ラ
ノ
デ
リ
ス
」
を
経
営
し
て
い

ま
す
。

　

移
住
の
動
機
を
、「
北
海
道
の
真
ん
中

  ６
月
　
日
か
ら
建
築
確
認
・
検
査
の

２０

  手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
　
月
に
発
覚
し
た
構
造
計
算
書
偽
装
事
件
の
よ
う

１１

な
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
「
建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格

化
」
を
大
き
な
柱
と
す
る
建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
確
認
・
検
査
の
厳
格
化
の
概
要

虚
構
造
計
算
適
合
性
判
定
制
度
の
導
入

　
高
度
な
構
造
計
算
を
行
う
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
第
三

者
機
関
に
よ
る
構
造
審
査
（
ピ
ア
チ
ェ
ッ
ク
）
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

許
 審
査
期
間
の
延
長

　
小
規
模
建
築
物
を
除
き
、　

日
間
か
ら
　
日
間
に
変
更
。

２１

３５

た
だ
し
、
詳
細
な
構
造
審
査
を
要
す
る
場
合
に
は
最
大
で

　
日
間
で
す
。

７０距
指
針
に
基
づ
く
厳
格
な
審
査
実
施

　
従
来
、
設
計
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
十
分
な
設
計
図
書
で

あ
っ
て
も
、
審
査
段
階
で
の
補
正
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
軽
微
な
不
備
を
除
き
、
法
不
適
合
の
場
合
や
不
整

合
な
箇
所
が
あ
る
場
合
に
は
再
申
請
を
求
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

建
築
主
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

虚
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い
て
、
設
計
者
と
事
前
に

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・
設
備
の
整

合
性
の
と
れ
た
設
計
図
書
に
よ
り
確
認
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

許
 設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請
の
手
続
き
に
必
要
な

期
間
を
考
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
余
裕
の
あ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

距
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合
は
、
軽
微
な
変
更
を
除

き
、
計
画
変
更
の
確
認
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
当
初
の
建
築
確
認
申
請
の
段
階
で
設
計
内
容
を
十
分

に
詰
め
て
お
く
と
と
も
に
、
設
計
内
容
の
変
更
を
検
討
す

る
場
合
は
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響
に
つ
い
て

十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
  　

架
都
市
建
築
課　

拶
３
９
‐
２
３
１
６
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　本地区は、国道38号沿道で交通
利便性の高い立地条件にあるこ
とから、沿道型業務施設が立地し
ています。　隣接する工業地と一
体的な沿道利用に向けた土地利
用としながらも、新たな開発要因
を生み出すような建築物を排除
する地区とします。
規制を行う建築物
　共同住宅で延床面積が1,500㎡ を
超えるもの（許距地区）・店舗等で
延床面積が3,000㎡ を超えるもの
（距地区）・店舗等で延床面積が1,500
㎡を超えるもの（許地区）・ホテル、
旅館で延床面積が3,000㎡ を超える
もの（許距地区）
・カラオケボックスなど（虚許距地
区）・まあじゃん屋、ぱちんこ屋な
ど（虚許距地区）・危険性が大きい
かまたは著しく環境を悪化させる
おそれのある工場（虚許距地区）・
火薬、石油、ガスなどの危険物の貯
蔵・処理の量が多い施設（虚許距地
区）・倉庫業倉庫、畜舎で１５㎡を超
えるもの（虚地区）

特別用途地区における建築物等
の制限に関する条例制定（素案）
意見募集期間　
平成１９年１１月１日牙→１１月２０日峨
原案を作成した理由
　平成18年、国はこれまで商業施
設や公共施設が都市郊外に拡散
して立地した結果、市街地が拡大
してしまった反省をふまえ、いわ
ゆるまちづくり三法の改正を行
いました。今回の法改正は、減少
する人口規模、これに伴い縮小す
る自治体財政規模に見合った規
模の市街地、いわゆるコンパクト
シティにしなければ、地方の都市
は維持できないという考えを法
規制に反映させたものです。
　改正法が施行される今年の12
月以降は、大規模集客施設の立地
は次のように制限されます。
　×第２種住居地域・準住居地
　　域・工業地域・白地地域
　○商業地域・近隣商業地域・準
　　工業地域
※富良野市は準工業地域の立地
　は制限する考えです。
　本市では、いわゆる大規模集客
施設の立地に対しては、商店が影
響を受けるなど、一般的に発生す
る問題にとどまらず、周辺交通計

画の見直しや、道路網や排水網の
整備など、市街地・都市計画に大
きな影響を及ぼすことから、立地
できる用途地域を、商業地域、近
隣商業地域の２地域に限定した
いと考えています。準工業地域は
本来の地域に身近な商業・サービ
ス店舗の立地にとどめ、市全体と
して均衡のとれた都市構造をめ
ざします。
特別用途地区の指定
　現在の朝日町、住吉町、若葉町、
新富町、弥生町、扇山に指定され
ている準工業地域に特別用途地
区（大規模集客施設制限地区）を
重複して指定します。
原案の概要（条例制定の内容）
　用途地域のうち、準工業地域に
大規模集客施設が立地できなく
なります。
《大規模集客施設の定義》
　劇場、映画館、演芸場もしくは
観覧場または店舗、飲食店、展示
場、遊技場、勝馬投票券発売所、
場外車券場その他これらに類す
る建築物でその用途の供する部
分（劇場、映画館、演芸場または
観覧場にあっては、客席の部分に
限る。）の床面積の合計が１万 ㎡
を超えるもの。
今後のスケジュール
平成１９年１１月　地域説明会
平成１９年１１月～都市計画審議会
平成１９年１２月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成１９年１２月　議会提案・審議
平成２０年２月　意見聴取手続
平成２０年３月　都市計画決定（予定）
平成２０年４月以降新規制適用予定
問合せ/意見提出先
都市建築課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2316　思39‐2332
電子メール　
kenchiku-k@city.furano.hokkaido.jｐ

パブリックコメント手続の結
果について
富良野市広告掲載規程の策

定（案）について
意見提出者（件数）　１件　
■意見の概要

　広告主の本社所在地が市内に

ある場合とそのほかで料金を分

ける、または入札にする場合の市

内の会社を優先するのかしない

のか。同じ枠に複数申し込みが

あった場合本社所在地が市内に

ある場合を優先するのかしない

のか。市の財政健全化には高い広

告料が良いと思うが、その場合、

資金力のある大企業の広告ばか

りになる可能性がある。

■市の考え方
　広告掲載規程については、市民
サービスの向上、民間事業者等の
地域貢献、市の新たな財源の確保
などを目的に取り組むこととし、
実施に当っては社会的信用を損
なうことのないような統括的な
内容となっています。
　実施に当っては、広告媒体の状
況に応じ、担当する部署で目的や
考え方に沿うような詳細の基準
を設けて実施していきますが、現
段階では詳細ができていない状
況です。今後、詳細基準の策定に
当っては、いただいたご意見を参
考に、適切な運用ができるよう検
討して行くとともに、随時必要な
見直しも行ってまいります。
　�総務部総務課　志39‐23００

市民の声
「マイはし」について
　　　　　　　　春日町　女性
　友人とゴミ問題について話を
したときに「エコ対策を重視して
いる富良野市なので地元の人は
町で飲食する時はマイはしを持
参してはどうか」と話題になりま
した。東京ではもう始まっている
らしいのですが、富良野市として
今後どのような方向で取り組み
を進めて行くのでしょうか？

環境生活課です　　拶３９‐230８
　市では、市民の暮らしや地域
の環境を守るため、ごみの抑制・
再資源化・適正処理を基本に、
環境負荷軽減を図る取り組みを
進めています。割ばし使用を少
なくして、マイはし持参の推進
は、森林資源の保全と地球環境
を守る上で、重要と認識してお
ります。マイバック・マイボト
ル運動などとあわせ、使い捨て
のものは使わない工夫をするな
ど、ごみの減量化に向けた普及
啓発をしていきます。



11 こうほう No.55４

パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階
市民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ
（市民の意見募集）
特定用途制限地域における建築物
等の制限に関する条例制定（素案）

意見募集期間　
平成１９年１１月１日牙→１１月２０日峨
原案を作成した理由
　富良野市の都市計画区域は、市
街地を形成する地域（用途地域）
と農業を振興する地域、山林とし
て保全する地域などを含み、今後
まとまった市街地が形成される
見通しがない地域（白地地域）に
分けられています。
　このうち、白地地域については
農地法や森林法などで土地利用
がコントロールされていること
などから、これまで独自の建築物
規制を行ってきていませんでし
たが、今後、無秩序な乱開発など
により都市が拡大することを未
然に防止するため、特定用途制限
地域指定を行い、大規模建築物、
住環境に悪影響を及ぼすような
建築物の規制を行うものです。
原案の概要（条例制定の内容）
特定用途制限地域の指定
　本市の白地地域は農地法、森林
法などで土地利用規制が行われ
ており、それぞれ宅地などに転用
されない限り、これらの法規制が
原則適用されます。本市としても
これら農地、山林はできる限り保
全されるべきと考えていますが、
将来、宅地などへの転用が避けら
れなかったことを想定して、白地

地域全域に特定用途制限地域を
指定します。
　また、白地地域1,661.8haについ
て全て同じ規制を加えるもので
はなく、土地利用の現状や動向を
ふまえ、各地域の特性を生かした
３つのゾーンに区分し制限を行
ないます。
虚リゾート産業地区（学田三区、
下御料、中御料のそれぞれ一部）
　本地区は富良野市リゾート基
本計画に基づき特定施設を誘導
してきた地区で、本市の観光の中
心地の一つとなっています。
　富良野スキー場を始めとする
観光リゾート施設は今後も市に
とって必要な施設であることか
ら、今後も自然と調和した観光リ
ゾート開発を適切に誘導する地
区として位置づけます。
許田園居住地区
　本地区は大部分は良好な農地
と森林地域が分布し、地区内の一
部には一般の住宅、ペンション、
病院、福祉施設なども点在してい
ます。
　今後も農地、森林の良好な環境
を保全し、多様な居住ニーズへ対
応できる農村地域として振興す
る地区と位置づけます。
距主要幹線道路沿道地区（学田三区、
扇山のそれぞれ国道38号沿道）

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。
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が
今
年
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
良
野
小
学
校
４
年
生
の
山
地

さ
ん
と
小
泉
さ
ん
は
「
農
家
の
み

ん
さ
ん
、
い
つ
も
新
鮮
な
食
材
を

作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い

つ
も
美
味
し
く
食
べ
て
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
土
田
栄
養
士
は
「
日

常
か
ら
地
元
産
の
食
材
を
利
用
し

て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

給
食
週
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

児
童
や
生
徒
、
父
母
の
み
な
さ
ん

に
少
し
で
も
地
産
地
消
を
考
え
て

も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
給
食
を
通
し
て
地
場
産

品
へ
の
関
心
の
広
が
り
を
み
せ
る

こ
と
へ
の
期
待
を
話
し
ま
し
た
。

　
富
良
野
地
区
学
校
給
食
組
合
で

は
、　

月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
を

１０

２２

２５

「
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
」
と
し
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
だ
け
地
元
の
食
材
を

利
用
し
、
安
全
で
安
心
な
給
食
を

提
供
し
よ
う
」「
子
ど
も
た
ち
に
富

良
野
の
食
材
を
知
っ
て
も
ら
う
」

「
学
校
農
園
や
地
域
の
方
々
が
思

い
を
込
め
て
作
っ
た
も
の
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
目
的

に
始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と
給
食
週

間
」
も
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
「
富
良
野
地
区
の

特
産
物
を
み
ん
な
で
食
べ
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
旬
の
野
菜

や
お
肉
な
ど
地
元
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
考
案

さ
れ
ま
し
た
。　

月
　
日
に
提
供

１０

２２

さ
れ
た
「
コ
ー
ン
な
も
ち
」
は
、

富
良
野
産
の
コ
ー
ン
を
ク
リ
ー
ム

状
に
つ
ぶ
し
て
練
り
上
げ
た
餅
に
、

山
部
の
農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

作
っ
た
「
富
良
野
農
味
噌
」
が
特

徴
。
コ
ー
ン
の
甘
さ
と
味
噌
の
う

ま
み
が
絶
妙
な
一
品
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
農
園
で
収
穫
さ

れ
た
樹
海
中
学
校
の
「
か
ぼ
ち
ゃ
」

や
山
部
第
一
小
学
校
「
玉
ね
ぎ
」

４
回
目
を
迎
え
た
「
富
良
野
地
区
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
」

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

環境や暮らし、安心社会に向けて

めよう安全・安心の意識をテー

マに「第３３回消費生活展」が１０

月１４日、消費生活センターで開かれま

した。食の安全や悪質商法、環境問題

に取り組んだパネル展示や地場産品に

こだわった試食コーナーなどが会場

いっぱいに立ち並び、親子で楽しむ「読

み聞かせ」「小麦粉粘土を使った小物づ

くり」なども行われ、訪れた人たちで

終日賑わいをみせました。

高

美味しいアキグミを収穫

川草木を育てる集い（倉橋昭夫

代表）によるアキグミの収穫祭

が１０月２０日、空知川河川敷地で行われ

約３０人が参加しました。平成８年に植

樹された約１０００本の木から参加者は

真っ赤に色づいたアキグミを袋いっ

ぱいに収穫。同会秋葉久司副会長は

「今年は例年より実のつきが良い。焼

酎につけたりジャムにすると美味し

くいただけます」と話してくれました。

山

富良野小学校４年１組の給食風景



13 こうほう No.55４

占冠村
占冠村の山菜をお土産に！

　豊かな自然が広大に広がる占冠
村。その面積の９４％が山林です。
大小の河川も数多く、きれいな水
と空気、そして手付かずの自然環
境がたくさんの種類と豊富な山菜
を育みました。
　これからの食卓に欠かせない占
冠村の山菜をどうぞご賞味くださ
い。

架山村産業振興公社  拶５６‐２８３２

中富良野町
なかふらの産クリーン産

「みのちの大地から」を食べてみませんか

　できるかぎり農薬を使わない安
全・安心な平成１９年産高品質一等
米（玄米でＪＡ低温倉庫貯蔵）を
直前に精米してお届けします。
　クリーン米の生産者は、安全の
ための努力を惜しみなく行ない、
高い品質のクリーン米を育てまし
た。　生産者のまごころがこもっ
たクリーン米をぜひご賞味下さい。

架協議会　拶４４‐２４０２　

南富良野町

カーリングに挑戦しませんか？

　空知川スポーツリンクスカーリ
ング場が１１月１日にオープンしま
した。昨年２月に行われたトリノ
オリンピックで一躍脚光を浴びた
カーリングは「氷上のチェス」ま
たは「氷上のビリヤード」とも呼
ばれ、知的で奥の深いスポーツで
す。あなたもカーリングに挑戦し
てみませんか。

架空知川スポーツリンクス
　　　　　　　　　 拶５3－2449

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

島津　久子さん
　　　　　（布部）作

　「ハワイアンキルト」

今年の２月から４月

にかけて作成しまし

た「ハワイアンキル

ト」です。ひとはり、

ひとはり、心を込めた

作品です。

峰高校カデンジャーによる家

電製品の公開無料修理、修理相

談が１０月１７日、リサイクルセンターで

行われました。当日は事前に持ち込ま

れたオーディオや掃除機など約１０点

を修理。武石公太さん（３年生）は

「少しでも物を大事にし、ごみの減量

化に繋がってほしい。ミリ単位での修

理作業もあり大変ですが、修理後は達

成感があります」と話してくれました。

緑

ごみを減らす取り組みに向けて

去最多５７２人が参加した市民マ

ラソン大会が９月３０日、陸上競

技場をメイン会場に行われました。同

大会は体育の日の記念行事として毎

年開かれ、今年も小学生からお年寄り

まで幅広い世代が参加し熱戦を繰り

広げました。今回も校内マラソン大会

の位置づけで富良野東中学校が参加。

また、今年は山部中学校が初参加し、

大会を盛り上げました。

過去最多の参加。市民マラソン大会

上富良野町

「かみふらの丼」

　町の特産品である『豚サガリ』
をふんだんに使った『かみふらの
丼』が登場!『かみふらの丼』とは、
道々吹上上富良野線の道路沿いに
ある３つの飲食店が協力して考案
したオリジナルの一品です。
　３店それぞれの『かみふらの丼』
をぜひご賞味ください。

・富良野らーめん花道
・喫茶ＹＵＢＡ
・味処新町

架産業振興課　拶45‐6983

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

過
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 譲
り
ま
す
 

捌
灯
油
タ
ン
ク
（
室
内
用
）
捌
布
団
袋

（
Ｌ
Ｌ
）
捌
食
器
棚
捌
子
ど
も
用
ブ
ラ
ン

コ
（
外
用
）
捌
室
内
照
明
器
具
捌
石
油

ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
一
式
（
女
性
用
）
捌
ラ
ー
メ
ン
丼

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
釣
道
具
一
式
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
ア

イ
ロ
ン
捌
綿
入
組
座
布
団
捌
あ
ん
ま
機

捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
（
ミ
ニ
サ
イ
ズ
）
捌

シ
ン
グ
ル
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
捌
補
聴
器
捌

高
校
日
本
史
年
表

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

サイト利用料？退会料？  （４０代　男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

山林　4,66６㎡鹿野貞子（朝日町）

  金　１０万円遠藤澄子（西鳥沼２）

  金　１0０万円オサダ農機株式会社

寿光園へ

かぼちゃ　70㌔尾花良一（山部町）

かぼちゃ　４０㌔大場貞亮（山部町）

文庫本　３０冊三上一郎（緑町）

順不同・敬称略

今日ケイタイに電話がありました。「２００６年に登録
したサイトが継続していて退会になっていないの

で支払って欲しい。今日３時までに支払えば５万５千円
にする。３時過ぎたら１５万５千円で、それも過ぎたら５０
万円になる」と脅されました。昨年、無料と書いてあっ
た占いサイトを見た覚えはありますが、他に登録や入会
をしたことはありません。どうしたらよいでしょうか。

相談者には覚えがないとのことで、電話の向こう
側で同じことを言っている声がたくさん聞こえた

ので途中から振り込め詐欺かもしれないと感じたとの
ことでした。あきらかな不当請求なので支払う必要はあ
りません。今後電話がかかってきても応じないよう助言
しました。
　携帯電話に関する相談は多く、「後で返金出来るから
とりあえず支払うように」などと請求され、次々と支払
いに応じてしまい、何十万円も送金してしまったという
相談もありました。電子契約法においては申込みに対し
て確認画面のないものは不当ですので、サイトを開く時
はよく読んでから次の画面に移る習慣をつけましょう。
おかしな請求に対しては、もしかして…という覚えが
あってもメールを返信したり、請求に対してもすぐ支払
わずセンターに相談ください。土曜、日曜日であっても
あわてず月曜日まで待ってみましょう。センターに寄せ
られる相談のほとんどが無料サイトを開いた事がきっ
かけです。タダより怖いものはないと思ってください。

牛乳やジュースの紙パックはどのように捨てればよいです
か？Ｑ
紙パックは、洗って切り開き、乾燥後ヒモで縛り、新聞･雑誌の収
集日に出してください。有価物として回収され、再生紙の原料として

利用されます。なお、酒類や一部のジュースに使用されている裏側が銀色
のパックやプラスチック製の注ぎ口の付いたパックは、固形燃料ごみにな
りますのでご注意ください。

Ａ

ＣＤのケースをプラスチック類で出したら収集されませんで
した。どうしてですか？Ｑ
ＣＤのケースは、注）　 　プラマークが付いていないので固形燃料ご
みになります。なお、ケースを包んでいる外装フィルム（ 　　プラ

マーク付）は、プラスチック類でＣＤ本体は、固形燃料ごみになります。
排出の際は、ご注意願います。
注）商品そのものであるＣＤ本体やケースは、プラスチック製容器包装の
対象とならないため、 プラマークが付いていません。

Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

お元気ですか　保健師　です

　

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
が
血

管
壁
に
与
え
る
圧
力
が
『
血
圧
』
で
す
。

心
臓
が
収
縮
し
て
血
液
が
全
身
に
送
り

出
さ
れ
た
時
の
圧
力
が
最
高
血
圧
、心
臓

が
拡
張
し
全
身
を
巡
っ
て
き
た
血
液
が

心
臓
へ
戻
る
時
の
圧
力
が
最
低
血
圧
で

す
。
血
圧
は
、『
血
液
の
質
』
と
『
血
管

の
太
さ
』
と
『
血
管
の
質
（
皮
内
）』
の

条
件
で
決
ま
り
ま
す
。加
齢
や
遺
伝
的
要

因
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
や
食
べ
過
ぎ
、
肥

満
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
生
活
習
慣
が
重
な
る
と
、血
圧
は
高
く

な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
の
状
態
が
続
く
と
、
脳
・
心

臓
・
腎
臓
の
臓
器
障
害
、
血
管
障
害
を

招
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
臓
器
の
血
管
は
、

血
管
が
密
集
し
血
液
量
が
多
く
、
直
角

に
で
き
て
い
た
り
複
雑
に
曲
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
太
い
血
管
か
ら
急
に
細
い

血
管
に
な
る
た
め
、
必
要
以
上
に
圧
力

が
か
か
る
と
傷
み
や
す
い
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
は

生
き
て
い
く
上
で
は
重
要
な
臓
器
の
た

め
、
動
脈
瘤
を
つ
く
り
な
が
ら
許
容
範

囲
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
カ
バ
ー
す
る
た
め
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
界
に
な
っ

た
と
き
に
急
に
症
状
を
示
し
、
脳
梗
塞
・

心
筋
梗
塞
・
腎
不
全
を
引
き
起
こ
し
、

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

血
圧
が
２
亜　

下
が
れ
ば
、
心
筋
梗

Ｈg

塞
の
死
亡
リ
ス
ク
が
約
７
％
低
下
、
脳

卒
中
の
死
亡
リ
ス
ク
が
約　

%
低
下
し

10

ま
す
。
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
生

大好きなお花と

田口　 裕理奈 さん
ゆ　り　な

（２歳（２歳））

新富町

「私の弟、かわいいでしょ！」

荒木 愛実荒木　 愛実 さんさん（２歳）（２歳）　
まなみ

佑斗 佑斗 さんさん（０歳）（０歳）　
ゆうと

北斗北斗町町

  
  

                              

        

      

      

      

      

      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

  活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

左
の
図
は
肥
満
と
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
で
ど
の
く
ら
い
最
高
血
圧
の
低

下
が
見
込
め
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。特

に
減
量
は
効
果
的
で
、　

㎏
の
減
量
で

10

平
均
約　

亜　

下
が
っ
て
い
ま
す
。体
重

12

Ｈg

1
㎏
で
平
均
1
・
7
亜　

下
が
る
と
い

Ｈg

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
も
特
に
朝（
起
床
後
1
時
間
以

内
・
排
泄
後
・
朝
食
前
・
内
服
前
）
に
血

圧
を
測
定
し
、
1
3
5
／　

亜　

（
家
庭

85

Ｈg

血
圧
の
基
準
値
）を
超
え
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●高血圧の基礎知識
　～血圧を下げるポイント～
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材
料
で
覆
い
、
た
め
ま
す
を
設
け

ま
す
。

・
防
油
堤
の
高
さ
は　

㎝
以
上
と

３０

し
、
地
盤
面
は
周
囲
よ
り
高
く
し

ま
す
。

・
建
物
か
ら
の
空
地
幅
は
１
ｍ
以

上
必
要
で
す
。

距
標
識
の
設
置

・
少
量
危
険
物
貯
蔵
取
扱
所
、
火

気
厳
禁

架
消
防
本
部
予
防
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
ほ
く
で
ん
」の
名
を
か
た
る

不
審
者
に
注
意
く
だ
さ
い

　
「
ほ
く
で
ん
」
の
名
を
か
た
り
、

電
気
工
事
が
必
要
だ
と
屋
外
に
連

れ
出
し
説
明
す
る
間
に
家
の
中
の

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
設
置
に
　

つ
い
て

　

一
般
家
庭
で
５
０
０
㍑
以
上
１

０
０
０
㍑
未
満
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
次
の
設

置
基
準
が
あ
り
ま
す
。

虚
事
前
に
消
防
署
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。

許
防
油
堤
の
設
置

・
防
油
堤
の
容
量
は
、
タ
ン
ク
容

量
の
１
１
０
％
以
上
と
し
、
ま
た

タ
ン
ク
と
の
間
隔
は　

㎝
以
上
と

３０

し
ま
す
。

・
タ
ン
ク
の
地
盤
面
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
な
ど
、
油
が
浸
透
し
な
い

金
品
を
盗
み
出
す
と
い
う
被
害
や
、

高
額
な
工
事
代
金
を
請
求
し
、
無

理
や
り
支
払
い
に
応
じ
さ
せ
る
と

い
う
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

虚
不
振
な
訪
問
者
は
家
の
中
に
入

れ
な
い
。

許
疑
わ
し
い
場
合
は
、
身
分
証
明

者
証
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

距
不
審
と
感
じ
た
と
き
は
、
警
察

へ
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

架
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
１
１
６
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

無
料
調
停
相
談
会

と　

き　
　

月　

日
牙

１１

２２

　
　
　
　

午
前　

時
→
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

文
化
会
館

相
談
担
当
者　

富
良
野
調
停
協
会

所
属
の
調
停
委
員

相
談
内
容　

金
銭
の
貸
借
、
損
害

賠
償
、
夫
婦
や
親
族
の
も
め
ご
と

な
ど
日
常
生
活
の
紛
争
解
決
な
ど

架
富
良
野
簡
易
裁
判
所

拶
２
２
‐
２
２
０
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

学
習
施
設
が
オ
ー
プ
ン

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
展
示
し

た
り
、
修
理
相
談
や
廃
棄
物
の
再

利
用
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
館
日　

平
日
の
午
前
８
時　

分
４５

か
ら
午
後
５
時　

分
１５

着
物
・
帯
・
は
ぎ
れ
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

廃
棄
物
か
ら
出
た
衣
服
類
か
ら

バ
ッ
グ
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
に
再
生

利
用
し
て
い
ま
す
。
タ
ン
ス
の
中

に
眠
っ
て
い
る
古
い
着
物
や
帯
な

ど
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

架
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
山
部
西　

線　

番
地
）

２０

２１

拶
４
２
‐
２
１
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
通
年
雇
用
奨
励
金
制
度
」の

改
正
に
つ
い
て

　

平
成　

年
６
月
１
日
よ
り
、
次

１９

の
制
度
が
改
正
に
な
っ
て
い
ま
す
。

虚
休
業
手
当
を
支
払
っ
た
場
合
の

助
成

　

当
該
年
度
の
４
月　

日
ま
で
の

３０

間
に
、
対
象
労
働
者
を
休
業
さ
せ

厨房ガール
　　　　　井上　尚登

数多くの名シェフを生
み続ける名門料理学院
ＳＷＡＴ。超落ちこぼれ
の生徒の理恵には、２つ
のヒミツがあった。合気
道の達人であること、そ
して、元警察官であるこ
と－。料理より推理の
キッチン探偵が、今日も
珍事件に挑む！

●児童書（新着）
宮西　達也ニャーゴ
いもと　ようこよろこびのひ
岡本　和明らくご長屋６

●一般書（新着）
浅田　次郎つばさよつばさ
宮城谷　昌光三国志　第６巻
立松　和平二荒
唯川　恵愛に似たもの
よしもとばななまぼろしハワイ

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
特別休館日　　２３日画、３０日画

１階おはなしコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　どんぐりおはなし会 
２階多目的ホール　
　１０日臥　午前１０時３０分から
　おはなし会
２階展示コーナー　
　１日牙→３日臥　ふらの環境展
　６日峨→１８日蚊　古布遊会作品展

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

「守ろう！確かめよう！この最低賃金」

北海道最低賃北海道最低賃金金

最低賃金額　時間額　６５４円
効力発生年月日　平成１９年１０月１９日

北海道労働局　労働基準監督署（支署）
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た
場
合
。

許
職
業
訓
練
を
実
施
し
た
場
合
の

助
成

　

対
象
労
働
者
に
対
し
、
業
務
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ

る
た
め
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
た

場
合
。

距
指
定
業
種
以
外
の
業
種
を
新
た

に
始
め
る
た
め
に
事
業
所
を
設
置
、

ま
た
は
整
備
し
た
場
合
の
助
成

　

指
定
業
種
以
外
の
業
種
に
属
す

る
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業
所
を
設
置
、
ま
た

は
整
備
し
て
季
節
労
働
者
を
通
年

雇
用
し
た
場
合
。

鋸
季
節
労
働
者
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇

用
後
、
常
用
雇
用
に
移
行
し
６
カ

月
以
上
雇
用
し
た
場
合
の
助
成

（
季
節
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
）

　

季
節
労
働
者
を
ト
ラ
イ
ア
ル
雇

用
終
了
後
も
引
き
続
き
相
当
期
間

雇
用
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
。

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ふ
ら
の

拶
２
３
‐
４
１
２
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
の
有
効

期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

　

子
メ
ー
タ
ー
（
証
明
用
電
気
計

器
）
と
は
貸
し
ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
で
オ
ー
ナ
ー
が
一
括
し
て
支

払
っ
た
電
気
料
金
を
各
室
の
使
用

量
に
応
じ
て
配
分
す
る
た
め
の

メ
ー
タ
ー
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
計

器
の
有
効
期
限
を
確
認
し
、
検
定

や
取
付
け
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
北
海
道
計
量
検
定
旭

川
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

架
北
海
道
計
量
検
定
所
旭
川
支
所

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
４
９
３
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

予
防
接
種
（
乳
幼
児
）
の
病

院
の
追
加
に
つ
い
て

　
　

月
１
日
牙
か
ら
、
ふ
ら
の
皮

１１
膚
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
２
３
‐

８
８
８
０
）
で
予
防
接
種
（
乳
幼

児
）
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
病
院

に
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

架
保
健
課　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
に
つ
い
て

　

暴
力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
の
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）
を

開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

期　

間　
　

月　

日
俄
→　

日
蚊

１１

１２

１８

平
日
は
午
前
８
時　

分
→
午
後
７

３０

時
、
土
・
日
は
午
前　

時
→
午
後

１０

５
時

電
話
番
号　

拶
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員

架
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
５
３
‐
３
９
４
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

　

改
正
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

き
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
9

19

月　

日
ま
で
に
申
し
出
が
あ
っ
た

30
閲
覧
者
の
氏
名
な
ど
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

架
市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

高
齢
者
囲
碁
大
会

と　

き　
　

月　

日
画

１１

３０

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
受
付

３０

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

概
ね　

歳
以
上
の
方

６０

参
加
料　

８
０
０
円（
昼
食
込
み
）

申
込
み　
　

月　

日
俄
ま
で
に
申

１１

２６

し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
０
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

博
物
館
特
別
展
「
草
田
研
次

パ
ス
テ
ル
画
展
」

　

山
に
魅
せ
ら
れ
道
内
外
の
数
多

く
の
山
並
み
を
描
き
続
け
て
い
る

草
田
研
次
さ
ん
。
富
良
野
の
山
並

み
、
大
雪
山
連
峰
を
は
じ
め
と
す

る
山
々
を
パ
ス
テ
ル
の
柔
ら
か
な

色
彩
で
描
き
出
し
た
幻
想
的
な
作

品
群
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　
　

月　

日
牙
→　

月　

１１

１５

１２

１６

日
蚊　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

観
閲
料　

無
料

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

家
庭
教
育
講
座
「
無
限
の
可

能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
」

と　

き　
　

月　

日
蚊　

１１

２５

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午

と
こ
ろ　

文
化
会
館

基
調
講
演　
「
無
限
の
可
能
性
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
」
〜
子
ど
も
に

学
ぶ
家
庭
教
育
〜

講　

師　

道
北
家
庭
教
育
研
究
所

　
　
　
　
　
　

榎
本
和
歌
子
さ
ん

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
積
み
木
と

球
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

講　

師　

　
　

有
限
会
社
ブ
ッ
ク
ス
ほ
る
ぷ

申
込
み　
　

月　

日
画
ま
で
に
電

１１

１６

話
で
参
加
者
氏
名
・
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
、
託
児

人
数
・
年
齢
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い架
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

　
　
　
　
　

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
・
道
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
す
る
住
宅

一
般
世
帯
向
け
住
宅　

４
戸

し
ら
か
ば
（
錦
町
８
番
）
浴
室
有

　
（
平
成　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

１１

瑞
穂
（
瑞
穂
町
７
番
）　
 
浴
室
有

　
（
昭
和　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

６１

北
の
峰
西
（
北
の
峰
町　

番
）
浴

２８

室
有
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

５２

し
ら
か
ば
（
錦
町
８
番
＝
事
故
等

の
あ
っ
た
物
件
）
浴
室
有

　
（
平
成　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

１０

単
身
者
向
け
住
宅　

２
戸

北
麻
町
（
北
麻
町
２
番
）
浴
室
無

　
（
昭
和　

年
２
Ｄ
Ｋ
）　
　

２
戸

４６

受
付
期
間　
　

月　

日
俄
→　

日
牙

１１

１２

２２

入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、必
要
な
書
類（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

月
当
番
医
の
変
更
に
つ
い
て
 

１１
　

広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版　

月
１０

　

日
号
（
№
１
２
７
）「
暮
ら
し
の

１５カ
レ
ン
ダ
ー
」
内
の
休
日
夜
間
当
番

医
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
月
９
日
画
　
内
海
内
科
ク
リ

１１ニ
ッ
ク
→
か
と
う
整
形
外
科
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土
曜
日
（
午
後
７
時　

分
か
ら
８
時

１０

　

分
、
土
曜
日
の
み
６
時　

分
開
始
）

５０

３０

会　

費

　
　

年
額
１
４
４
０
０
円（
予
定
）

説
明
会　
　

月　

日
蚊
午
後
７
時

１１

２５

文
化
会
館
研
修
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.geocities.jp/fu

        
 
 
                　

ranom
inibasu

     
       /  

架
吉
田
さ
ん

  
拶
０
９
０
‐
８
６
３
９
‐
３
０
９
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
地
区
消
防
組
合
　
　

職
員
（
救
急
救
命
士
）
募
集

募
集
人
員

消
防
職
【
男
子　

３
名
】

勤
務
地　

富
良
野
市
内

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

５９

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

身
体
要
件

虚
身
長
１
６
０
塾
以
上
、
体
重　
５５

熟
以
上
、
胸
囲
は
身
長
の
概
ね
半

分
以
上
、
握
力
（
左
右
と
も
）　
３５

熟
以
上
、
四
肢
関
節
に
障
が
い
な

ど
が
な
く
諸
機
能
が
正
常
で
あ
る

こ
と

許
視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
は

両
眼
で　

以
上
、
片
眼
の
視
力
が

０.８

そ
れ
ぞ
れ　

以
上
で
色
彩
識
別
の

０.５

完
全
な
方

距
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る

こ
と

鋸
言
語
明
瞭
で
十
分
発
声
が
で
き

鰹問
 

都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

北
海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

　

地
域
で
防
災
に
関
す
る
取
り
組

み
を
広
げ
る
た
め
「
北
海
道
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

平
成　

年
１
月
ま
で

２０

対　

象　

防
災
経
験
が
あ
る
警
察
、

消
防
、
自
衛
隊
、
市
町
村
な
ど
の

Ｏ
Ｂ
や
地
域
で
防
災
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
。

活
動
例　

地
域
の
防
災
訓
練
や
自

主
防
災
組
織
の
結
成
な
ど
。

応　

募　

市
役
所
総
務
課
に
あ
る

応
募
用
紙
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/s

        
 
 
                      -  

m
/bsb/m

aster.ht

 
      
        m  

架
北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局 

拶
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
０
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　

団
員
募
集

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
か
ら
５
年
生
の
男
子
（
２
年
生

以
下
は
相
談
く
だ
さ
い
）

期　

間　

平
成　

年　

月
か
ら
平

19

１２

成　

年　

月
ま
で
の
１
年
間

２０

１１

募
集
人
員　
　

名
程
度

１０

活
動
日
（
予
定
）　

毎
週
火
・
木
・

る
こ
と

漁
肺
活
量
３
０
０
０
寂
以
上
で
結

核
性
疾
患
、伝
染
病
疾
患
、そ
の
他

疾
患
の
な
い
方

資
格
要
件

虚
救
急
救
命
士
の
免
許
を
有
す
る

方
ま
た
は
平
成　

年
４
月
ま
で
に

２０

取
得
見
込
み
の
方

許
大
型
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有

す
る
方
。
た
だ
し
、
普
通
自
動
車

の
運
転
免
許
を
有
す
る
方
に
あ
っ

て
は
、
採
用
後
５
年
以
内
に
自
己

負
担
に
よ
り
大
型
自
動
車
の
運
転

免
許
取
得
を
条
件
と
す
る

居
住
要
件　

採
用
後
、
富
良
野
市

内
に
居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き

虚
消
防
本
部
総
務
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

　
　

月
１
日
牙
か
ら　

月　

日
牙

１１

１１

２２

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
を
除
き
ま
す
）。

　

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は　

月　
１１

２２

日
牙
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

一
次
試
験
の
日
時
と
場
所
　

　

月
２
日
蚊　

午
前
８
時　

分

１２

４０

消
防
組
合
消
防
本
部

採　

用　

平
成　

年
４
月
１
日
。

２０

た
だ
し
、
平
成　

年
国
家
試
験
受

２０

験
者
は
救
急
救
命
士
資
格
取
得
後

の
５
月
１
日
の
採
用
と
な
り
ま
す
。

架
消
防
本
部
総
務
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

自
衛
官
採
用
試
験

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）　

受
験
資
格　

　
　

入
隊
時　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

受
付
期
間　

　
　

月
１
日
牙
か
ら　

月　

日
画

１１

１１

３０

試
験
日（
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
日
）

　
　
　

月
２
日
蚊
ま
た
は
３
日
俄

１２

陸
上
自
衛
隊
生
徒　

受
験
資
格　

　
　

中
卒
（
見
込
含
）　

歳
未
満

１７

受
付
期
間　
　

月
１
日
牙
か
ら
平

１１

成　

年
１
月
８
日
峨

２０
試
験
日　

平
成　

年
１
月　

日
臥

２０

１２

架
上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

拶
４
５
‐
３
４
１
２

　

総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
　

　
「
初
心
者
で
も
わ
か
る
　

　
　
　
　
　
古
文
書
教
室
」

　

北
海
道
立
文
書
館
の
講
師
を
招

き
、
初
心
者
で
も
十
分
楽
し
め
る

古
文
書
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
「
文
書
か
ら
わ
か
る
富
良
野
」

と
題
し
て
、
文
書
を
通
し
て
わ
か

る
富
良
野
の
郷
土
史
の
一
端
に
迫

り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
臥

１１

１７

　
　
　
　

午
前　

時
→
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

図
書
館

講　

師　

北
海
道
立
文
書
館
職
員

参
加
料　

無
料

申
込
み　
　

月　

日
臥
ま
で

１１

１０

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
昼
食

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
民
健
康
講
座
「
中
高
齢
者

の
ひ
ざ
の
痛
み
を
、
ど
の
よ

う
に
と
る
か
？
」

　

ひ
ざ
は
、
下
肢
の
中
心
に
位
置

し
て
常
に
体
重
の
か
か
る
関
節
で
、

中
年
以
降
に
痛
み
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
講
演

で
は
、
ひ
ざ
の
痛
み
を
起
こ
す
代

表
的
な
病
気
で
あ
る
変
形
性
ひ
ざ

関
節
症
と
そ
の
最
新
の
治
療
方
法

を
説
明
い
た
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
臥

１１

１７

　
　
　
　

午
後
２
時
→
３
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
中
会
議
室

講　

師　

か
わ
む
ら
整
形
外
科

　
　

副
院
長　

川
村　

大
介
先
生

入
場
料　

無
料

申　

込　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
の
参
加
も
可

能
で
す
。

架
か
わ
む
ら
整
形
外
科

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
４
３
４
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

中
小
企
業
大
学
校
研
修　

虚
事
務
カ
イ
ゼ
ン
に
よ
る
コ
ス
ト
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年年金金だだよよりり
保険料の追納制度について
　国民年金の第１号被保険者が、保険料の免
除を受けた期間や学生納付特例に該当して
いた期間は、将来老齢基礎年金を受給する際、
より有利な年金額となるよう後から納付す
ることができます。追納する場合は、次のこ
とが条件となります。
虚追納できる期間は、さかのぼって１０年間と
なります。
許老齢基礎年金受給者は追納できません。
距追納する場合、古い分から順番になります。
ただし学生納付特例がある場合は、学生納付
特例が先になります。
鋸前々年度より前の年度の属する月につい
て追納する場合の納付額は、当時の保険料額
に政令で定められた率を乗じた額を加算し
た額になります。
安心・便利・確実な口座振替
　国民年金の保険料は、金融機関や・社会保
険事務所で納めることができます。しかし、
「忙しくて納めに行く暇がない…」という方
には、口座振替をお勧めします。
　口座振替を利用すると、自動的に国民年金
保険料が引き落とされるので、毎月金融機関
に行く手間と時間が省け、納め忘れの防止に
もなり安心です。申し込みは、納付書・通
帳・印鑑を持参のうえ、ご利用の金融機関・
社会保険事務所で手続きしてください。
　申し込みや引き落としに手数料は一切か
かりません。口座振替開始は、申し込みの１
～２ヶ月後となります。
保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年１１月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

　

ダ
ウ
ン
の
進
め
方

　
　
　
　

月　

日
俄
・　

日
峨

１１

２６

２７

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

許
営
業
幹
部
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
　
　
　

月　

日
峨
→　

日
牙

１１

２７

２９

　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
０
０
円

距
利
益
直
結
の
や
さ
し
い
原
価
低

　

減
策

　
　
　
　

月
３
日
俄
・
４
日
峨

１２

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

鋸
自
ら
成
長
す
る
社
員
養
成
講
座

　
　
　
　

月
４
日
峨
→
７
日
画

１２

　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
０
０
円

漁
人
間
力
を
ア
ッ
プ
す
る
職
場
の

　

心
理
学　
　

　
　
　
　

月　

日
俄
→　

日
峨

１２

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催

と　

き　
　

月　

日
俄
→　

日
我

１１

２６

２８

午
後
６
時　

分
→
午
後
８
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ブ
ロ
グ
の
作
成

講　

師　

　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
外
部
講
師

参
加
料　

無
料

定　

員　
　

名
１０

架
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
６
１
９

『 市 長 と 語 ろ う 』
地 域 懇 談 会 の 日 程

問合せ　企画振興課　拶３９‐２３０４

　地域のみなさんと市長が語り合う地域懇談会を次の

日程で開催しますので、お近くの会場に出席ください。

１１月は「過重労働・賃金不払残業

解消キャンペーン月間」です

働きすぎによる健康障がい、賃金不払残業の解消

のために労使で話し合いましょう。勤労感謝の日

（１１月２３日画午前９時→午後５時）に、過重労働
などに関する全国一斉無料ダイヤル相談を開設

します。

厚生労働省・北海道労働局・各労働基準監督署

全国一斉無料ダイヤル　０１２０‐８９７‐２８３

会　　場日　　時

育良会館１１月８日牙　午後２時

朝日会館１１月８日牙　午後６時３０分

栄町コミュニティセンター１１月１２日俄　午後６時３０分

布部会館１１月１３日峨　午後２時３０分

末広コミュニティセンター１１月１３日峨　午後６時３０分

扇山地区公民館１１月１４日我　午後２時

南町コミュニティセンター１１月１４日我　午後６時３０分

東春地区コミュニティセンター１１月１５日牙　午後６時３０分

瑞穂コミュニティセンター１１月１６日画　午後６時３０分

麻町児童センター１１月１９日俄　午後６時３０分

鳥沼会館１１月２２日牙　午後２時

西地区コミュニティセンター１１月２２日牙　午後６時３０分

北の峰コミュニティセンター１１月２６日俄　午後６時３０分

麓郷集落センター１１月２９日牙　午後２時

山部福祉センター１１月２９日牙　午後６時３０分

布礼別集落センター１１月３０日画　午後２時

東山支所１１月３０日画　午後６時３０分
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■１１月８日から３０日にかけて「市長と語ろう」地域
懇談会が市内１７会場で行われます。懇談会では富良
野市の財政健全化や地域振興に関して意見交換を
行う予定です。日も短くなり忙しい時期とは思いま
すが、ぜひ多くの市民のみなさんに出席していただ
きたいと思います。（と）

■なまこ山の紅葉を楽しみならが散歩。雪虫が舞い、
芦別岳は雪化粧。寒いけど日本一おいしい空気を吸
い込む。これから寒くなるといつもは運動不足に。
今年の冬は「ふらっと」に通い、ストックを使った
ウォーキングで運動に心がけたい。メタボに負けな
い身体づくりのために。（さ）
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災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１１月２４日臥　午前１０時→１０時４５分
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今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


